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研究の目的   

イチジク品種「ビオレーソリエス」は，品質が良好で生食として需要が見込まれる品種

ですが，開心自然形仕立てでは樹勢が強く樹高が高くなり，作業性や収量性が劣る傾向に

あります。これらの課題について，樹勢を抑え低樹高で単位面積当たりの収量が高い樹形

を検討しました。 

                          

研究成果   

オールバック仕立て樹形は，主枝を地上高70～80 ㎝で水平に誘引する仕立て方法で，

当該主枝の水平部分の基部から発生した新梢を２本誘引し３本主枝とします。 

オールバック仕立て樹形の収量は，オールバック３本主枝仕立てが最も多く，開心自然

形に比べると新梢数が多く，着果数も多くなりますが，一果重に差はみられません。 

また，１tの収量を得るために必要な栽培面積は，オールバック３本主枝仕立てでは８

a，開心自然形では50aとなり，オールバック３本主枝仕立てでは小面積で早期多収が可能

となります。 

 

 写真１ オールバック３本主枝樹形       図１ 樹形の違いが樹１本当たり収量に及

ぼす影響（令和元年～３年） 

利活用の留意点等   

 オールバック仕立て樹形の主枝を均一に形成するには，生育の劣る主枝の途中から発

生した強めの新梢まで切り戻すことで均一な主枝が形成できます。ま

た，「ビオレーソリエス」の収穫時期は，10月から11月上旬までのた

め，降霜の早い地域では注意が必要です。                        

    

より詳しい内容は「普及に移す技術」第９７号（令和４年７月発行） 

「イチジク品種「ビオレーソリエス」のオールバック仕立て樹形による早

期多収技術」 をご覧ください。 

https://www.pref.miyagi. jp/soshiki/res_center/hukyuu-index.html 

イチジク品種「ビオレーソリエス」のオールバック仕立て樹形

による早期多収技術  

 

花き・果樹部 果樹チーム TEL:022-383-8134 

3.7 

5.8 

7.4 

5.4 

10.0 

11.2 

1.8 

0.9 

1.8 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

令和元年(定植3年目) 令和2年(定植4年目) 令和3年(定植5年目)

収
量
（
㎏
）

オールバック1本仕立て オールバック3本仕立て 開心自然形（対照）


